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雑

報九
州
大
学
法
政
学
会

特
別
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
一
）

ロ
ー
・
ア
ン
ド
・
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
講
演
会

二
〇
一
四
年
一
月
九
日
（
木
）

「
沖
縄
返
還
と
日
米
安
保
体
制
」

講
師

中
島
琢
磨
（
龍
谷
大
学
法
学
部
准
教
授
）

二
〇
一
四
年
一
月
一
五
日
（
水
）

「
検
察
の
在
り
方
を
考
え
る
｜
｜
元
検
察
官
の
立
場
か
ら
」

講
師

市
川

寛
（
弁
護
士
、
元
検
察
官
）

二
〇
一
四
年
四
月
二
五
日
（
金
）

「
組
織
の
社
会
的
責
任
に
つ
い
て
｜
｜
法
律
と
社
会
的
責
任
の
関
係
」

講
師

松
本
恒
雄
（
独
立
行
政
法
人
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
理
事
長
、

前
一
橋
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
教
授
）

共
催

九
州
大
学
法
学
部
創
立
九
〇
周
年
事
業

二
〇
一
四
年
五
月
二
三
日
（
金
）

「
欧
州
企
業
再
編
実
務
と
労
働
法
｜
｜ex

it scen
a
rio

の
世
界
へ
よ

う
こ
そ
」

講
師

深
江
陽
子
（
三
菱
自
動
車
工
業
株
式
会
社
経
営
企
画
本
部

法
務
部
エ
キ
ス
パ
ー
ト
））

二
〇
一
四
年
七
月
七
日
（
月
）

「
袴
田
事
件
か
ら
考
え
る
、
刑
事
訴
訟
に
お
け
る
『
無
辜
の
不
処
罰
』

『
疑
わ
し
き
は
被
告
人
の
利
益
に
』
鉄
則
と
は
」

講
師

戸
舘
圭
之
（
弁
護
士
（
東
京
第
二
弁
護
士
会
））

二
〇
一
四
年
七
月
八
日
（
火
）

「
法
律
家
の
使
命
と
役
割
｜
｜
原
発
震
災
か
ら
考
え
る
」

講
師

渡
辺
淑
彦
（
弁
護
士
（
浜
通
り
法
律
事
務
所
・
福
島
県
弁

護
士
会
））、
葦
名
ゆ
き
（
弁
護
士
（
静
岡
綜
合
法
律
事
務
所
・
静

岡
県
弁
護
士
会
））

特
別
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
二
）

Ｌ
Ｐ
セ
ミ
ナ
ー

法
学
部
一
年
生
向
法
律
入
門
セ
ミ
ナ
ー

講
師

大
川
潤
子
（
福
岡
地
方
裁
判
所
裁
判
官
）

藤
村
元
気
（
弁
護
士
）

石
本

恵
（
弁
護
士
）

村
上
典
子
（
福
岡
地
方
裁
判
所
裁
判
官
）

田
中
裕
亮
（
福
岡
地
方
検
察
庁
検
察
官
）
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講
演
会

二
〇
一
四
年
一
月
六
日
（
月
）
｜
一
〇
日
（
金
）

「T
h
e L

a
w
 
o
f O

p
en
 
S
o
cieties

｜

P
riv
a
te O

rd
erin

g
 
a
n
d

 
P
u
b
lic R

eg
u
la
tio
n o

f In
tern

a
tio
n
a
l R

ela
tio
n
s

」

講
師

Ju
rg
en B

a
sed

o
w

（
マ
ッ
ク
ス
・
プ
ラ
ン
ク
外
国
私
法
・

国
際
私
法
研
究
所
所
長
、
ハ
ン
ブ
ル
ク
大
学
法
学
部
教
授
）

二
〇
一
四
年
二
月
一
〇
日
（
月
）
｜
一
一
日
（
火
）

「S
o
cia
l C
a
p
ita
l,
N
etw

o
rk
s,
L
a
w

」

講
師

M
a
rc
 
A
m
stu
tz

（
フ
ラ
イ
ブ
ル
ク
大
学
）、M

a
tteo

 
F
o
rn
a
sier

（
マ
ッ
ク
ス
・
プ
ラ
ン
ク
外
国
私
法
・
国
際
私
法
研

究
所
）、P

o
u
l F

.
K
ja
er

（
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
大
学
）、A

m
ir

 
L
ich
t

（
ラ
ッ
ザ
イ
ナ
ー
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
）、Jo

e M
cC
a
h
ery

（
テ
ィ
ル
ブ
ル
ク
大
学
）、
大
井
悠
紀
（
西
村
あ
さ
ひ
法
律
事
務

所
）、C

o
lin
 
S
co
tt

（
ユ
ニ
バ
ー
シ
テ
ィ
ー

カ
レ
ッ
ジ
ダ
ブ

リ
ン
）、E

rik
 
V
erm

eu
len

（
テ
ィ
ル
ブ
ル
ク
大
学
）、
寺
本

振
透
（
九
州
大
学
）、P

a
u
liu
s
 
JU
R
C
Y
S

（
九
州
大
学
）、

Y
u
th
a
y
o
tin
 
S
u
ta
tip

（
九
州
大
学
）、M

en
g
 
Z
h
en

（
九
州

大
学
）

二
〇
一
四
年
九
月
二
〇
日
（
土
）

「N
a
tio
n
a
l M

a
rk
et R

eg
u
la
tio
n a

n
d G

lo
b
a
l M

a
rk
ets

」

講
師

D
a
v
id
 
J.
G
erb

er

（P
ro
fesso

r
 
o
f L

a
w
 
a
n
d
 
C
o
-

D
irecto

r o
f th

e P
ro
g
ra
m
 
in In

tern
a
tio
n
a
l a
n
d C

o
m
-

p
a
ra
tiv
e L

a
w
,
U
n
iv
ersity o

f C
h
ica
g
o
-K
en
t

）

九
州
公
法
判
例
研
究
会

・
二
〇
一
四
年
度
春
期
（
二
〇
一
四
年
六
月
二
八
日
）

民
法
七
五
〇
条
を
改
廃
し
な
か
っ
た
立
法
不
作
為
の
国
賠
請

求
が
棄
却
さ
れ
た
事
例
｜
｜
東
京
高
判
二
〇
一
四
年
三
月
二
八

日
」

植
木
淳
（
北
九
州
市
立
大
学
法
学
部
准
教
授
）

固
定
資
産
評
価
審
査
決
定
取
消
等
請
求
事
件
｜
｜
最
判
平
成

二
五
年
七
月
一
二
日
民
集
六
七
巻
六
号
一
二
五
五
頁
」

田
代
滉
貴
（
九
州
大
学
大
学
院
法
学
府
修
士
課
程
）

・
二
〇
一
四
年
度
夏
期
（
二
〇
一
四
年
九
月
六
日
）

日
本
国
憲
法
に
お
け
る
権
力
分
立
｜
｜
四
一
条
、
六
五
条
へ

の
接
近
の
し
か
た
（
日
米
比
較
か
ら
）
｜
｜
」

阪
本
昌
成
（
近
畿
大
学
法
科
大
学
院
教
授
）

司
法
制
度
改
革
後
に
お
け
る
行
政
法
判
例
の
展
開
｜
｜
理
論

の
過
剰
と
過
少
（
公
法
学
会
プ
レ
報
告
）」

村
上
裕
章
（
九
州
大
学
大
学
院
法
学
研
究
院
教
授
）

※
現
代
行
政
の
多
様
な
展
開
と
行
政
訴
訟
制
度
改
革
研
究
会
（
科
研

（法政研究82-１- ）134 134

雑 報



基
盤
研
究
（
Ｂ
））
と
の
共
催

行
政
事
件
訴
訟
に
お
け
る
判
断
過
程
の
統
制
｜
｜
そ
の
基
礎

的
考
察
｜
｜
（
公
法
学
会
プ
レ
報
告
）」

深
澤
龍
一
郎
（
九
州
大
学
大
学
院
法
学
研
究
院
教
授
）

・
二
〇
一
四
年
度
秋
季
（
二
〇
一
四
年
一
一
月
二
九
日
）

フ
ラ
ン
ス
の
団
体
解
散
制
度
と
結
社
の
自
由
」

井
上
武
史
（
九
州
大
学
大
学
院
法
学
研
究
院
准
教
授
）

イ
ギ
リ
ス
都
市
計
画
法
に
お
け
る
『
関
連
考
慮
事
項
』
を
通

じ
た
実
質
的
実
体
審
査
｜
｜
不
確
定
概
念
に
よ
る
裁
量
統
制
の
可

能
性
を
探
る
｜
｜
」

山
本
寛
英
（
愛
媛
大
学
法
文
学
部
准
教
授
）

・
二
〇
一
四
年
度
冬
期
（
二
〇
一
五
年
二
月
二
一
日
）

梨
花
女
子
大
学
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
事
件
」

水
島
玲
央
（
九
州
大
学
韓
国
研
究
セ
ン
タ
ー
講
師
）

『
行
政
過
程
へ
の
私
人
の
参
加
』
の
民
主
的
意
義
｜
｜
ド
イ
ツ

公
法
学
に
お
け
る
民
主
的
正
統
化
論
を
素
材
と
し
た
研
究
」

田
代
滉
貴
（
九
州
大
学
大
学
院
法
学
府
修
士
課
程
）

社

会

法

研

究

会

第
四
二
一
回

二
〇
一
四
年
一
月
一
一
日
（
土
）

九
州
大
学

社
会
保
障
法
に
お
け
る
連
帯
概
念
の
発
展
と
展
開
（
フ
ラ
ン
ス

と
日
本
の
連
帯
概
念
の
比
較
分
析
）」

伊
奈
川
秀
和
（
厚
生
労
働
省
）

N
E
X
X

事
件
・
東
京
地
判
平
二
十
四
・
二
・
二
七
労
判
一
〇
四
八

号
七
二
頁
」

新
屋
敷
恵
美
子
（
山
口
大
学
）

第
四
二
二
回

二
〇
一
四
年
二
月
八
日
（
土
）

九
州
大
学

医
療
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
お
け
る
給
付
調
整
の
構
造
と
不
合
理
生

｜
い
わ
ゆ
る
六
五
歳
問
題
を
中
心
に
」

河
野
正
輝
（
熊
本
学
園
大
学
）

労
働
法
学
に
お
け
る
理
論
と
実
務
」

山
下
昇
（
九
州
大
学
）

第
四
二
三
回

二
〇
一
四
年
三
月
一
日
（
土
）

九
州
大
学

集
団
的
労
働
関
係
法
の
適
用
基
盤
｜
労
働
契
約
を
超
え
て
｜
」

野
田
進
（
九
州
大
学
）

児
童
の
養
育
と
社
会
保
障
法
」

平
部
康
子
（
福
岡
県
立
大
学
）

第
四
二
四
回

二
〇
一
四
年
四
月
五
日
（
土
）

久
留
米
大
学
福
岡

サ
テ
ラ
イ
ト

労
働
契
約
の
終
了
と
合
意
｜
債
権
法
改
正
に
向
け
た
議
論
を
契

機
と
し
て
」
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新
屋
敷
恵
美
子
（
山
口
大
学
）

イ
ギ
リ
ス
社
会
保
障
法
領
域
に
お
け
る
審
判
所
の
「
独
立
性
」

と
「
積
極
的
職
権
行
使
」」

山
下
慎
一
（
福
岡
大
学
）

第
四
二
五
回

二
〇
一
四
年
五
月
一
〇
日
（
土
）

九
州
大
学

就
労
価
値
」
論
の
意
義
と
課
題
」

有
田
謙
司
（
西
南
学
院
大
学
）

大
学
教
員
の
労
働
契
約
関
係
に
お
け
る
テ
ニ
ュ
ア
と
身
分
保
障

法
理
｜
テ
ニ
ュ
ア
教
員
解
雇
に
関
す
る
日
米
の
比
較
法
的
研
究
」

鶴
崎
新
一

（
九
州
大
学
大
学
院
協
力
研
究
員
）

第
四
二
六
回

二
〇
一
四
年
六
月
七
日
（
土
）

九
州
大
学

フ
ラ
ン
ス
の
社
会
扶
助
の
権
利
性
」

伊
奈
川
秀
和
（
元
厚
生
労
働
省
）

イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
「
被
用
者
株
主
」
制
度
の
導
入
に
関
す
る

一
考
察
」

敏
（
久
留
米
大
学
）

第
四
二
七
回

二
〇
一
四
年
七
月
五
日
（
土
）

九
州
大
学

障
害
者
雇
用
法
制
の
改
革
｜
障
害
者
雇
用
促
進
法
の
改
正
を
中

心
に
」

所
浩
代
（
福
岡
大
学
）

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
庇
護
審
査
制
度
と
最
近
の
動
向
」

楠
田
弘
子
（
ロ
ヨ
ラ
ニ
ュ
ー
オ
リ
ン
ズ
法
律
大
学
院
）

二
〇
一
四
年
社
会
法
研
究
会
夏
季
合
宿

二
〇
一
四
年
九
月
六
日

（
土
）、
七
日
（
日
）

労
働
法
学
会
秋
季
大
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
労
働
組
合
法
立
法
史
の
意

義
と
課
題
」

昭
和
二
四
年
労
組
法
に
お
け
る
労
働
委
員
会
制
度
の
生
成
｜
そ

の
生
成
経
緯
か
ら
見
た
現
代
的
課
題
｜
」

野
田
進
（
九
州
大
学
）

労
働
法
学
会
秋
季
大
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
労
働
組
合
法
立
法
史
の
意

義
と
課
題
」

昭
和
二
四
年
労
働
組
合
法
の
立
法
過
程
と
不
当
労
働
行
為
制
度

｜
ア
メ
リ
カ
化
の
圧
力
、
反
作
用
、
断
裂
｜
」

中
窪
裕
也
（
一
橋
大
学
）

イ
ギ
リ
ス
労
働
法
の
適
用
と
個
別
的
合
意
｜
契
約
解
釈
の
相
対

性
と
個
別
的
合
意
の
意
義
」

新
屋
敷
恵
美
子
（
山
口
大
学
）

労
働
者
派
遣
の
法
規
制
｜
契
約
論
的
ア
プ
ロ
ー
チ
か
ら
｜
」

庭
雲
（
九
州
大
学
）

マ
ル
チ
ジ
ョ
ブ
ホ
ル
ダ
ー
の
厚
生
年
金
適
用
（
雇
用
の
不
安
定

化
と
年
金
・
公
的
扶
助
）」

丸
谷
浩
介
（
佐
賀
大
学
）

雑 報
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公
的
老
齢
年
金
に
お
け
る
年
金
水
準
｜
年
金
ス
ラ
イ
ド
の
財
産

権
補
償
」福

島
豪
（
関
西
大
学
）

第
四
二
八
回

二
〇
一
四
年
一
〇
月
四
日
（
土
）

九
州
大
学

社
会
保
障
法
学
会
秋
季
大
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

共
通
テ
ー
マ
「
診
療
報
酬
に
よ
る
医
療
保
障
の
規
律
｜
国
際
比
較
と

日
本
の
対
応
｜
」

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
趣
旨
と
構
成
」

西
田
和
弘
（
岡
山
大
学
）

保
険
診
療
に
お
け
る
当
事
者
関
係
と
診
療
報
酬
｜
フ
ラ
ン
ス
を

中
心
に
｜
」

加
藤
智
章
（
北
海
道
大
学
）

診
療
報
酬
と
給
付
の
範
囲
｜
イ
ギ
リ
ス
のN

H
S

を
中
心
に
」

国
京
則
幸
（
静
岡
大
学
）

診
療
報
酬
制
度
の
構
造
と
診
療
報
酬
決
定
過
程
｜
日
本
と
ド
イ

ツ
を
例
に
」

田
中
伸
至
（
新
潟
大
学
）

診
療
報
酬
に
よ
る
政
策
誘
導
」

島
崎
謙
治
（
政
策
研
究
大
学
院
大
学
）

第
四
二
九
回

二
〇
一
四
年
一
一
月
一
日
（
土
）

九
州
大
学

有
期
労
働
契
約
の
年
齢
を
理
由
と
す
る
雇
止
め
｜
郵
政
六
五
歳

雇
止
め
裁
判
」

柳
澤
武
（
名
城
大
学
）

ベ
ビ
ー
シ
ッ
タ
ー
の
家
事
使
用
人
と
し
て
の
労
基
法
適
用
除
外

の
有
無

医
療
法
人
衣
明
会
事
件
（
東
京
地
判
平
成
二
五
・
九
・
一

一
労
判
一
〇
八
五
号
六
〇
頁
）」

早
川
智
津
子
（
佐
賀
大
学
）

第
四
三
〇
回

二
〇
一
四
年
十
二
月
六
日
（
土
）

熊
本
学
園
大
学

書
評

西
村
淳
『
所
得
保
障
の
法
的
構
造
｜
英
豪
両
国
の
年
金

と
生
活
保
護
の
制
度
史
と
法
理
念
』
信
山
社
（
二
〇
一
四
）」

山
田
晋
（
広
島
修
道
大
）

我
が
国
の
社
会
保
障
法
制
に
お
け
る
児
童
の
自
立
と
教
育
の
意

義
」

常
森
裕
介
（
武
蔵
大
学
非
常
勤
講
師
）

付
加
金
の
判
例
法
理
の
検
討
」

山
下
昇
（
九
州
大
学
）

九
州
大
学
産
業
法
研
究
会

第
六
四
五
回
例
会

平
成
二
六
年
四
月
一
九
日
（
土
）

（
研
究
報
告
）

有
価
証
券
報
告
書
等
の
虚
偽
記
載
に
よ
る
流
通
市
場
に
お
け
る
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証
券
取
引
者
に
対
す
る
損
害
賠
償
責
任
」

報
告
者

荒

達
也
（
九
州
大
学
）

（
研
究
報
告
）

監
査
役
と
は
何
か
｜
代
替
的
経
営
機
関
説
の
立
場
か
ら
｜
」

報
告
者

西
山

芳
喜
（
九
州
大
学
）

第
六
四
六
回
例
会

平
成
二
六
年
五
月
一
七
日
（
土
）

（
判
例
研
究
）

東
京
地
判
平
成
二
三
年
一
〇
月
一
八
日
金
判
一
四
二
一
号
六
〇
頁

取
締
役
会
設
置
会
社
の
取
締
役
の
会
社
に
対
す
る
会
計
帳
簿
等

の
閲
覧
謄
写
請
求
権
の
有
無
（
消
極
）」

報
告
者

久
保

寛
展
（
福
岡
大
学
）

（
研
究
報
告
）

ド
イ
ツ
の
最
新
企
業
再
建
立
法
と
企
業
結
合
倒
産
法
に
つ
い
て

｜
商
法
の
視
点
か
ら
｜
」

報
告
者

久
保

寛
展
（
福
岡
大
学
）

第
六
四
七
回
例
会

※
平
成
二
六
年
六
月
二
八
日
（
土
）
・
二
九
日

（
日
）
の
九
州
法
学
会
に
振
替
え

（
研
究
報
告
）

保
険
と
ク
レ
ジ
ッ
ト
・
デ
リ
バ
テ
ィ
ブ
取
引
の
法
的
区
別
を
め
ぐ

る
議
論
の
再
検
討
」

報
告
者

嘉
村

雄
司
（
島
根
大
学
）

第
六
四
八
回
例
会

平
成
二
六
年
七
月
一
九
日
（
土
）

（
研
究
報
告
）

米
国
連
邦
取
引
委
員
会
に
よ
る
環
境
表
示
規
制
」

報
告
者

泉

日
出
男
（
愛
媛
大
学
）

（
判
例
研
究
）

大
阪
高
決
平
成
二
五
年
一
一
月
八
日
判
時
二
二
一
四
号
一
〇
五
頁

株
主
に
よ
る
電
力
会
社
の
取
締
役
会
議
事
録
閲
覧
・
謄
写
が
認
め

ら
れ
た
事
例
」

報
告
者

前
越

俊
之
（
福
岡
大
学
）

第
六
四
九
回
例
会

平
成
二
六
年
九
月
二
〇
日
（
土
）

（
判
例
研
究
）

名
古
屋
高
決
平
成
二
五
年
六
月
一
〇
日
判
時
二
二
一
六
号
一
一
七
頁

取
締
役
の
地
位
に
関
す
る
株
主
総
会
決
議
に
つ
い
て
取
消
原
因

が
あ
る
と
さ
れ
、
決
議
の
効
力
停
止
の
仮
処
分
決
定
が
相
当
と
さ

れ
た
事
例
」

報
告
者

一
ノ
澤

直
人
（
西
南
学
院
大
学
）

（
判
例
研
究
）

東
京
高
判
平
成
二
六
年
五
月
二
二
日
金
商
一
四
四
六
号
二
七
頁

代
表
取
締
役
が
権
限
を
濫
用
し
て
約
束
手
形
に
裏
書
を
し
た
場

合
に
会
社
が
当
該
手
形
の
所
持
人
に
対
し
て
手
形
債
務
を
負
わ
な

い
と
し
た
事
例
」
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報
告
者

横
尾

亘
（
西
南
学
院
大
学
）

第
六
五
〇
回
例
会

平
成
二
六
年
一
〇
月
一
八
日
（
土
）

（
研
究
報
告
）

ド
イ
ツ
法
に
お
け
る
組
織
再
編
の
効
力
を
争
う
訴
え
」

報
告
者

牧

真
理
子
（
大
分
大
学
）

（
判
例
研
究
）

東
京
高
判
平
成
二
六
年
四
月
二
四
日
金
商
一
四
五
一
号
八
頁

代
表
訴
訟
の
適
法
性
」

報
告
者

井
上

能
孝
（
福
岡
大
学
）

第
六
五
一
回
例
会

平
成
二
六
年
一
一
月
一
五
日
（
土
）

（
判
例
研
究
）

大
阪
高
判
平
成
二
五
年
九
月
二
〇
日
判
時
二
二
一
九
号
一
二
六
頁

株
主
の
死
亡
に
よ
り
退
職
と
な
っ
た
と
き
に
株
式
を
会
社
に
額

面
金
額
又
は
額
面
以
内
で
譲
渡
す
る
と
の
合
意
が
公
序
良
俗
に
反

し
な
い
と
さ
れ
た
事
例
」

報
告
者

石
田

眞
（
富
山
大
学
）

（
研
究
報
告
）

デ
ラ
ウ
ェ
ア
州
会
社
法
に
お
け
る
取
締
役
の
誠
実
義
務
の
展
開
」

報
告
者

張

笑
男
（
長
崎
大
学
）

第
六
五
二
回
例
会

平
成
二
六
年
一
二
月
二
〇
日
（
土
）

（
判
例
研
究
）

東
京
高
判
平
成
二
四
年
一
一
月
二
八
日
判
タ
一
三
八
九
号
二
五
六
頁

株
式
の
準
共
有
者
間
に
お
い
て
何
ら
協
議
を
行
わ
ず
意
思
統
一

も
図
ら
な
い
ま
ま
に
準
共
有
者
の
一
人
が
行
っ
た
議
決
権
の
行
使

が
会
社
法
一
〇
六
条
但
書
に
照
ら
し
不
適
法
で
あ
る
と
さ
れ
た
事

例
」報

告
者

久
保
田

光
昭
（
琉
球
大
学
）

（
判
例
研
究
）

仙
台
高
判
平
成
二
五
年
九
月
二
〇
日
金
商
一
四
三
一
号
三
九
頁

地
震
デ
リ
バ
テ
ィ
ブ
取
引
契
約
に
お
け
る
支
払
条
件
の
成
否
」

報
告
者

佐
野

誠
（
福
岡
大
学
）

第
六
五
三
回
例
会

平
成
二
七
年
一
月
二
四
日
（
土
）

（
研
究
報
告
）

金
融
商
品
取
引
法
に
お
け
る
適
合
性
原
則
と
説
明
義
務
」

報
告
者

河
野

総
史
（
志
學
館
大
学
）

（
判
例
研
究
）

東
京
高
決
平
成
二
五
年
二
月
二
八
日
判
タ
一
三
九
三
号
二
三
九
頁

株
式
移
転
に
反
対
す
る
株
主
が
し
た
株
式
買
取
請
求
」

報
告
者

小
西

み
も
恵
（
佐
賀
大
学
）

（82-１- ）139 139

雑 報



（
研
究
報
告
）

韓
国
会
社
法
に
お
け
る
監
査
委
員
会
設
置
会
社
の
意
義
と
役
割
」

報
告
者

鶴
石

蘭
（
九
州
大
学
・
院
）

民

事

法

研

究

会

第
二
五
六
回
例
会

二
〇
一
四
年
二
月
八
日
（
土
）

（
研
究
報
告
）

報
告
者

吉
元
利
行
（
九
州
大
学

博
士
後
期
課
程
）

多
数
当
事
者
型
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
取
引
に
お
け
る
利
用
者
保

護
の
仕
組
み
の
在
り
方
｜
｜
海
外
に
お
け
る
法
規
制
の
現
状
と
三

者
間
取
引
と
の
相
違
点
に
着
目
し
て
｜
｜
」

（
研
究
報
告
）

報
告
者

田
畑
嘉
洋
（
九
州
大
学

博
士
後
期
課
程
）

売
主
の
瑕
疵
担
保
責
任
と
債
務
不
履
行
責
任
｜
｜
性
質
合
意
と

等
価
性
の
観
点
か
ら
の
分
析
｜
｜
」

第
二
五
七
回
例
会

二
〇
一
四
年
六
月
一
四
日
（
土
）

（
判
例
研
究
）

報
告
者

岩
崎
莉
加
（
法
科
大
学
院
二
年
）

違
法
建
物
の
建
築
を
目
的
と
す
る
請
負
契
約
が
公
序
良
俗
違
反

と
さ
れ
た
例
（
最
二
小
判
平
成
二
三
年
一
二
月
一
六
日
）」

第
二
五
八
回
例
会

二
〇
一
四
年
七
月
一
二
日
（
土
）

（
判
例
研
究
）

報
告
者

菅
原
友
和
（
法
科
大
学
院
二
年
）

不
動
産
所
有
権
の
取
得
時
効
完
成
後
に
設
定
さ
れ
た
抵
当
権
と

再
度
の
取
得
時
効
の
完
成
（
最
二
小
判
平
成
二
四
年
三
月
一
六

日
）」

第
二
五
九
回
例
会

二
〇
一
四
年
一
〇
月
一
八
日
（
土
）

（
判
例
研
究
）

報
告
者

三
苫
和
喜
（
法
科
大
学
院
二
年
）

使
用
者
の
安
全
配
慮
義
務
違
反
を
理
由
と
す
る
労
働
者
の
損
害

賠
償
請
求
と
弁
護
士
費
用
（
最
二
小
判
平
成
二
四
年
二
月
二
四

日
）」

第
二
六
〇
回
例
会

二
〇
一
四
年
一
一
月
八
日
（
土
）

（
判
例
研
究
）

報
告
者

住
吉
美
緒
（
法
科
大
学
院
二
年
）

株
式
会
社
を
設
立
す
る
新
設
分
割
と
詐
害
行
為
取
消
（
最
二
小

判
平
成
二
四
年
一
〇
月
一
二
日
）」

第
二
六
一
回
例
会

二
〇
一
四
年
一
二
月
一
三
日
（
土
）

（
判
例
研
究
）

報
告
者

杉
垣
朋
子
（
法
科
大
学
院
二
年
）

弁
済
に
よ
る
代
位
に
よ
り
取
得
し
た
債
権
と
求
償
権
の
関
係
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（
最
三
小
判
平
成
二
三
年
一
一
月
二
二
日
）」

第
二
六
二
回
例
会

二
〇
一
五
年
一
月
一
〇
日
（
土
）

（
判
例
研
究
）

報
告
者

田
中
貴
政
（
法
科
大
学
院
二
年
）

賃
料
債
権
の
差
押
え
の
効
力
発
生
後
に
お
け
る
賃
貸
借
終
了
と

賃
料
債
権
取
立
て
の
可
否
（
最
三
小
判
平
成
二
四
年
九
月
四
日
）」

第
二
六
三
回
例
会

二
〇
一
五
年
二
月
一
四
日
（
土
）

（
判
例
研
究
）

報
告
者

真
次
芙
美
（
法
科
大
学
院
二
年
）

い
わ
ゆ
る
パ
ブ
リ
シ
テ
ィ
権
の
侵
害
と
不
法
行
為
（
最
一
小
判

平
成
二
四
年
二
月
二
日
）」

民
事
手
続
研
究
会

平
成
二
六
年
二
月
一
五
日
（
土
）

当
事
者
権
の
保
障
と
釈
明
権

園
田
賢
治
（
同
志
社
大
学
）

平
成
二
六
年
三
月
二
二
日
（
土
）

債
券
管
理
会
社
に
よ
る
任
意
的
訴
訟
担
当
の
可
否

｜
東
京
地
判

平
二
五
・
一
・
二
八
判
時
二
一
八
九
号
七
八
頁
、
金
法
一
九
八
一

号
一
二
五
頁
の
検
討
｜

上
田
竹
志
（
九
州
大
学
）

当
事
者
主
義
的
民
事
訴
訟
運
営
と
当
事
者
照
会
の
制
裁
型
ス
キ
ー

ム
化
に
関
す
る
一
考
察

酒
井
博
行
（
北
海
学
園
大
学
）

平
成
二
六
年
一
〇
月
一
八
日
（
土
）

重
複
訴
訟
の
禁
止
と
相
殺
の
抗
弁
に
つ
い
て

上
田
竹
志
（
九
州
大
学
）

口
頭
弁
論
終
結
後
の
承
継
人
へ
の
既
判
力
拡
張
の
意
味

鶴
田

滋
（
九
州
大
学
）

福
岡
民
事
訴
訟
判
例
研
究
会

【
判
例
研
究
】

平
成
二
六
年
一
月
二
四
日
（
金
）

１

会
社
分
割
を
原
因
と
す
る
分
割
会
社
か
ら
新
設
会
社
に
対
す

る
分
割
会
社
の
所
有
し
て
い
た
土
地
の
所
有
権
の
移
転
に
つ
い
て

否
認
権
を
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
（
積
極
）

２

会
社
分
割
を
原
因
と
す
る
分
割
会
社
か
ら
新
設
会
社
に
対
す

る
分
割
会
社
の
所
有
し
て
い
た
土
地
の
所
有
権
の
移
転
に
つ
い
て

否
認
権
を
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
（
福
岡
地
判
平
成
二

二
・
九
・
三
〇
金
法
一
九
一
一
号
七
一
頁
）
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村
田

治
彦
（
宮
崎
産
業
経
営
大
学
）

平
成
二
六
年
二
月
二
一
日
（
金
）

１

民
訴
法
二
六
〇
条
二
項
の
裁
判
を
求
め
る
申
立
て
の
相
手
方

が
破
産
手
続
開
始
の
決
定
を
受
け
た
場
合
に
お
け
る
同
申
立
て
に

係
る
請
求
権
の
破
産
債
権
該
当
性

２

本
案
請
求
と
民
訴
法
二
六
〇
条
二
項
の
申
立
て
に
係
る
請
求

と
が
併
合
さ
れ
て
い
る
場
合
に
お
け
る
本
案
請
求
に
係
る
部
分
に

つ
い
て
の
み
の
受
継
又
は
続
行
命
令
の
許
否

３

訴
訟
当
事
者
の
一
方
が
破
産
手
続
開
始
の
決
定
を
受
け
、
破

産
債
権
で
あ
る
当
該
訴
訟
に
係
る
請
求
権
に
つ
き
破
産
債
権
と
し

て
も
届
出
が
な
い
の
に
破
産
管
財
人
に
対
し
て
違
法
に
さ
れ
た
続

行
命
令
に
瑕
疵
が
治
癒
さ
れ
る
と
さ
れ
た
事
例
（
最
一
小
判
平
成

二
五
・
七
・
一
八
判
時
二
二
〇
一
号
四
八
頁
）

清
水

淑
江
（
福
岡
地
裁
）

平
成
二
六
年
四
月
一
八
日
（
金
）

新
株
発
行
の
無
効
の
訴
え
に
係
る
請
求
を
認
容
す
る
確
定
判
決
に

対
す
る
再
審
の
訴
え
の
原
告
適
格
と
民
訴
法
三
三
八
条
一
項
三
号

の
再
審
事
由
（
最
一
小
判
平
成
二
五
・
一
一
・
二
一
民
集
六
七
巻

八
号
一
六
八
六
頁
）

堀
野

出
（
九
州
大
学
）

平
成
二
六
年
五
月
二
三
日
（
金
）

１

破
産
者
Ａ
に
よ
る
子
会
社
Ｂ
の
滞
納
国
税
の
納
税
保
証
が
、

破
産
法
一
六
〇
条
三
項
の
無
償
性
及
び
有
害
性
の
要
件
を
満
た
す

と
し
て
破
産
管
財
人
の
否
認
権
行
使
を
認
め
た
事
例

２

破
産
者
Ａ
が
子
会
社
Ｃ
の
滞
納
国
税
を
第
三
者
納
付
し
た
と

は
認
め
ら
れ
な
い
と
し
て
、
破
産
法
一
六
〇
条
三
項
の
否
認
権
行

使
を
否
定
し
た
事
例
（
東
京
高
判
平
成
二
五
・
七
・
一
八
判
時
二

二
〇
二
号
三
頁
）

濱
崎

俊
文
（
福
岡
地
裁
）

平
成
二
六
年
六
月
二
〇
日
（
金
）

権
利
能
力
の
な
い
社
団
の
構
成
員
全
員
に
総
有
的
に
帰
属
す
る
不

動
産
に
つ
き
所
有
権
の
登
記
名
義
人
に
対
し
当
該
社
団
の
代
表
者

の
個
人
名
義
に
所
有
権
移
転
登
記
手
続
を
す
る
こ
と
を
求
め
る
訴

訟
と
当
該
社
団
の
原
告
適
格
（
最
一
小
判
平
成
二
六
・
二
・
二
七

判
時
二
二
一
五
号
九
四
頁
）

濱
田

陽
子
（
岡
山
大
学
）

平
成
二
六
年
七
月
一
八
日
（
金
）

１

仮
執
行
宣
言
付
判
決
に
対
す
る
上
訴
に
伴
い
金
銭
を
供
託
す

る
方
法
に
よ
り
担
保
を
立
て
さ
せ
て
強
制
執
行
の
停
止
が
さ
れ
た

後
に
債
務
者
に
つ
き
更
生
手
続
開
始
の
決
定
が
さ
れ
た
場
合
に
お

け
る
上
記
担
保
の
非
担
保
債
権
の
性
質
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２

仮
執
行
宣
言
付
判
決
に
対
す
る
上
訴
に
伴
う
強
制
執
行
の
停

止
に
当
た
っ
て
金
銭
を
供
託
す
る
方
法
に
よ
り
担
保
が
立
て
ら
れ

た
場
合
に
お
い
て
債
務
者
に
つ
き
更
生
計
画
認
可
の
決
定
が
さ
れ

た
後
で
あ
っ
て
も
供
託
金
の
還
付
請
求
権
を
行
使
す
る
こ
と
の
可

否
（
最
二
小
判
平
成
二
五
・
四
・
二
六
民
集
六
七
巻
四
号
一
一
五

〇
頁
）

池
上

裕
康
（
福
岡
地
裁
）

平
成
二
六
年
九
月
一
九
日
（
金
）

１

外
国
裁
判
所
に
提
起
し
た
訴
え
（
人
事
に
関
す
る
訴
え
を
除

く
。）
に
お
け
る
国
際
裁
判
管
轄
の
有
無
の
判
断
基
準

２

違
法
行
為
に
よ
り
権
利
利
益
を
侵
害
さ
れ
又
は
侵
害
さ
れ
る

お
そ
れ
が
あ
る
者
が
提
起
す
る
差
止
請
求
に
関
す
る
訴
え
と
民
訴

法
三
条
の
三
第
八
号
の
「
不
法
行
為
に
関
す
る
訴
え
」

３

違
法
行
為
に
よ
り
権
利
利
益
を
侵
害
さ
れ
又
は
侵
害
さ
れ
る

お
そ
れ
が
あ
る
者
が
提
起
す
る
差
止
請
求
に
関
す
る
訴
え
に
お
け

る
民
訴
法
三
条
の
三
第
八
号
の
「
不
法
行
為
が
あ
っ
た
地
」
の
意

義４

違
法
行
為
に
よ
り
権
利
利
益
を
侵
害
さ
れ
又
は
侵
害
さ
れ
る

お
そ
れ
が
あ
る
者
が
外
国
裁
判
所
に
提
起
し
た
差
止
請
求
に
関
す

る
訴
え
の
場
合
に
お
い
て
、
民
訴
法
三
条
の
三
第
八
号
の
「
不
法

行
為
が
あ
っ
た
地
」
が
当
該
外
国
裁
判
所
の
属
す
る
国
に
あ
る
と

い
う
た
め
に
証
明
す
べ
き
事
項
（
最
一
小
判
平
成
二
六
・
四
・
二

四
判
時
二
二
二
一
号
三
五
頁
）

宮
永

文
雄
（
広
島
大
学
）

平
成
二
六
年
一
〇
月
一
七
日
（
金
）

全
身
麻
酔
と
局
所
麻
酔
の
併
用
に
よ
る
手
術
中
に
生
じ
た
麻
酔
に

よ
る
心
停
止
が
原
因
で
患
者
が
死
亡
し
た
場
合
に
お
い
て
、
麻
酔

医
に
各
麻
酔
薬
の
投
与
量
を
調
整
す
べ
き
注
意
義
務
を
怠
っ
た
過

失
が
あ
り
、
同
過
失
と
死
亡
の
間
に
相
当
因
果
関
係
が
あ
る
と
さ

れ
た
事
例
（
最
二
小
決
平
成
二
一
・
三
・
二
七
判
時
二
〇
三
九
号

一
二
頁
）

渡
邉

裕
美
（
福
岡
地
裁
）

平
成
二
六
年
一
一
月
二
一
日
（
金
）

詐
害
防
止
参
加
の
申
出
に
つ
い
て
、
参
加
人
が
参
加
の
理
由
と
し

て
主
張
す
る
事
情
は
、
係
属
中
の
他
人
間
の
訴
訟
の
訴
訟
物
と
の

関
係
で
は
間
接
事
実
な
い
し
背
景
事
情
に
す
ぎ
ず
、
判
決
主
文
又

は
理
由
中
の
判
断
に
つ
い
て
法
律
上
の
利
害
関
係
を
有
し
て
い
る

こ
と
の
根
拠
と
は
な
ら
ず
、
上
記
訴
訟
物
た
る
権
利
の
存
否
を
判

断
す
る
上
で
必
要
な
主
要
事
実
に
関
す
る
争
点
に
つ
い
て
は
、
原

告
及
び
被
告
に
お
い
て
主
張
立
証
を
懈
怠
す
る
と
は
考
え
に
く
い

と
し
て
、
参
加
の
申
出
が
却
下
さ
れ
た
事
例
（
東
京
地
裁
平
成
二

三
・
一
一
・
一
判
タ
一
三
八
四
号
三
四
七
頁
）
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上
田

竹
志
（
九
州
大
学
）

平
成
二
六
年
一
一
月
二
八
日
（
金
）

＊
合
同
判
例
研
究
会

公
法
関
係
に
お
け
る
予
防
的
訴
え
の
適
法
性
に
つ
い
て
（
最
一
小

判
平
成
二
四
・
二
・
九
判
時
二
一
五
二
号
二
四
頁
）

貝
阿
彌

亮
（
福
岡
高
裁
）

政

治

研

究

会

二
〇
一
四
年
四
月
一
九
日
（
土
）

『
政
治
研
究
』
第
六
一
号
合
評
会
・
総
会

二
〇
一
四
年
五
月
一
七
日
（
土
）

正
当
化
と
言
語
的
分
業
｜
ロ
ー
ル
ズ-

ハ
ー
バ
ー
マ
ス
論
争
の
再

検
討
と
そ
の
含
意
｜
」

報
告
者

仲
井
間
健
太
（
九
州
大
学
大
学
院
地
球
社
会
統
合
科

学
府
博
士
後
期
課
程
）

D
ia
lek

tik
a D

efen
d
o d

e E
sp
era

n
to

（
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
の
弁

証
法
的
擁
護
）」

報
告
者

岡
崎
晴
輝
（
九
州
大
学
大
学
院
法
学
研
究
院
教
授
）

二
一
〇
四
年
七
月
一
九
日
（
土
）

現
代
ロ
シ
ア
に
お
け
る
『
愛
国
主
義
』
の
相
貌
｜
民
族
共
和
国

の
動
向
を
中
心
に
｜
」

報
告
者

西
山
美
久
（
九
州
大
学
大
学
院
比
較
社
会
文
化
学
府

博
士
後
期
課
程
単
位
修
得
退
学
）

例
外
状
態
と
抵
抗
権
」

報
告
者

谷
本
純
一
（
福
岡
教
育
大
学
特
任
講
師
）

二
一
〇
四
年
十
月
一
八
日
（
土
）

『
土
着
語
の
政
治
』
か
ら
『
普
遍
語
の
政
治
』
へ

｜
デ
モ
ク
ラ

シ
ー
と
言
語
に
関
す
る
考
察
を
手
が
か
り
に
し
て
｜
」

報
告
者

白
川
俊
介
（
九
州
大
学
大
学
院
比
較
社
会
文
化
研
究

院
特
別
研
究
者
）

グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
ナ
シ
ョ
ナ
リ
テ
ィ
の
教
育
｜
リ
ベ
ラ
ル
・
ナ

シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
論
を
手
が
か
り
に
｜
」

報
告
者

施
光
恒
（
九
州
大
学
大
学
院
比
較
社
会
文
化
研
究
院

准
教
授
）

二
一
〇
四
年
十
一
月
二
二
日
（
土
）

制
度
設
計
と
大
き
な
社
会
｜F

.A
.

ハ
イ
エ
ク
議
会
制
度
改
革
論

｜
」報

告
者

阪
井
遼
（
九
州
大
学
大
学
院
法
学
府
修
士
課
程
）

社
会
的
多
元
性
の
擁
護
を
め
ぐ
る
政
治
理
論
的
研
究
｜
バ
ー

ナ
ー
ド
・
ク
リ
ッ
ク
の
政
治
概
念
の
継
承
と
そ
の
可
能
性
｜
」

報
告
者

徳
永
翔
太
（
九
州
大
学
大
学
院
比
較
社
会
文
化
学
府

修
士
課
程
）
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Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
案
の
議
題
設
定
過
程
｜
前
史
か
ら
見
る
も
う
一
つ
の

解
釈
｜
」

報
告
者

坂
井
宏
介
（
福
岡
工
業
大
学
社
会
環
境
学
部
助
教
）

二
一
〇
四
年
十
二
月
二
〇
日
（
土
）

科
学
研
究
費
助
成
事
業
「

政
治
リ
テ
ラ
シ
ー

の
理
論
的
研
究
と

政
治
学
教
育
へ
の
実
践
的
展
開
」
と
の
共
催

ウ
ォ
ル
タ
ー
・
リ
ッ
プ
マ
ン
に
お
け
る
『
政
治
』
と
『
教
育
』」

報
告
者

石
田
雅
樹
（
宮
城
教
育
大
学
教
育
学
部
准
教
授
）

シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
教
育
の
具
体
的
デ
ザ
イ
ン
を
探
る
｜
ま
ず

は
高
校
生
・
大
学
初
年
次
生
を
対
象
に
｜
」

報
告
者

関
口
正
司
（
九
州
大
学
大
学
院
法
学
研
究
院
教
授
）
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